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対象者 ：小・中・高・大学生

実施期間：令和７年8月 ～令和7年12月

学校募集：チラシ配布・沖縄県による周知・受託事業者による周知

実施規模：16クラス（ 県内９クラス、県外７クラス）

参加人数：1,630名

講師 ：受託事業者 ㈱ホット沖縄総合研究所 翁長愛音

講師補助：受託事業者

実施内容：①沖縄の歴史概要（戦前・戦中・戦後）

②グループワーク（写真を時代ごとに並べる）

③平和メッセージ記入

1. 実施校一覧

県外7校・県内9校（本島6校/離島3校）で実施。

児童生徒及び学生を対象に沖縄県平和祈念資料館に蓄積されている資料や

沖縄平和学習アーカイブサイト等を活用して沖縄戦の実相を学習し、平和を希求する

「沖縄のこころ」の理解を深めるためのワークショップを開催する。

5



2. 実施内容

■タイムスケジュール（50分授業×2コマ想定）

00:00～00:05 ①事業紹介・講師自己紹介

00:05～00:15 ②導入（戦前～戦後の概要・グループワーク手順説明）

00:15～00:45 ③グループワーク

00:45～00:50 ④発表準備

00:50～01:00 ～休憩～

01:00～01:30 ⑤グループ発表と解説

01:30～01:35 ⑥まとめ

01:35～01:40 ⑦平和メッセージ記入

■グループワーク詳細

当時の暮らしの様子が分かる写真資料を活用しグループワーク形式で進行。

「暮らし」にフォーカスして戦前～戦中～戦後を考えることで、時代ごとの状況比較や

自分自身の暮らしとの比較を行い、自分事として捉え考えることを目的とする。

〈事前準備〉

・グループ人数の設定：1グループ5~6人程度（実施人数によって変動あり）

・必要備品

①暮らしの様子が分かる写真（グループで3種×1枚）

②ヒントカード（証言を記入したカード）

③模造紙（グループで1枚）

④マーカー（グループで1～3本）

⑤付箋紙

⑥電子タブレット（1人1台）
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3. 実施の様子

■学校法人大多和学園開星高等学校（島根県）

日時 令和7年 8月25日（月）11:00～12:50

学年・人数 2年生 200名

当日の様子 ・ワークショップ実施が初回の学校だったため時間などは反応を見なが
ら調整した。

・ホールでの開催だったためグループワーク時は前列の生徒が体を振り
返りながら実施したが、問題なく進行できた。

・修学旅行で沖縄へ訪れる際に、沖縄の高校生とのワークショップも
企画されており、事前学習にもしっかり取り組んでいるとのことで
沖縄の概要などの知識は持っている状態でのワークショップだった
こともあり、戦前・戦中・戦後の歴史的背景の解説部分でも、知って
いるキーワードに反応する生徒や既存知識と掛け合わせてグループ
ワークを取り組んでいる様子が見られた。

・普段の授業でもタブレットを使用しているそうで、調べる際もスムー
ズな様子で、1枚の写真で10枚以上調べているグループもあった。
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■横浜市立横浜商業高等学校（神奈川県）

日時 令和7年 9月8日（月）10:40～12:30

学年・人数 ２年生約200名

当日の様子 ・体育館が使用できないとのことで各教室にて実施希望があり、代表教
室にて講師が待機し各教室にてオンラインを繋いで進行した。

・修学旅行の事前研修で沖縄の概要についての知識があるため、グルー
プワーク前に実施したインプット内容も問題なく理解できていた。

・グループワークにも慣れている様子で、直接講師がサポートできない
クラスも多かったが、進行役や時間管理役がしっかりと、役割を果た
し進行を進めながら実施できていた。

・発表の際は、事前に発表するクラスを選定し、準備をしてもらってい
たことで、タイミングごとに、クラスを当てた際には、代表者がPCの
前まで来て、PC上で内容が確認できるよう、模造紙を見せながら全体
に向け発表することができていた。
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■茨城県立麻生高等学校（茨城県）

日時 令和7年 10月2日（木）13:25～15:15

学年・人数 2年生 200名

当日の様子 ・学年全体での参加だったため、体育館で実施した。
・沖縄修学旅行の出発直前（2週間前）だったため、生徒のモチベー
ションが高く積極的にグループワークを実施してる様子が見られた。

・事前学習もほとんど終了している状態で沖縄の前提知識もあった。
・離島（宮古島）への行程も含まれていたため、宮古島の沖縄戦につい
て少し触れたことで、関心度が上がる様子が見えた。

・人数が多く、グループワークの時間内に講師とサポートメンバー1名
で全グループを回ることができなかったが、しっかりとグループ内で
協力しながら、問題なく進行ができていた。
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日時 令和7年 10月4日（土）11:45～12:35

学年・人数 1・２年生 約60名

当日の様子 ・2年生は今年修学旅行へ行く直前の事前学習として、1年生は来年度
に修学旅行へ行く際の初めての事前学習として参加していた。

・授業時間の確保の都合上、通常2コマ利用して行うワークショップを
1コマ分で実施する必要があり、冒頭のインプットの時間で詳しく解
説をすることができないため、事前に資料を配布し、個人でワーク
ショップの事前学習を実施した。

・特進コースということもあり、参加した生徒全員が学びへの意欲が高
く、グループワーク時にも全員で知っている情報を共有し合い、予想
を立てて、検証として調査を行うという流れを、どのグループでも自
然的に実施できていた。

・調査で歴史的背景の深掘りをしっかり行えていたため、アウトプット
として出てきた内容も、これまで他の学校が気付かなかったような内
容まで出せているグループが多かった。

■武南学園武南高等学校特進コース（埼玉県）
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■北海道立丘珠高等学校（北海道）

日時 令和7年 10月9日（木）13:25～15:15

学年・人数 ２年生約260名

当日の様子 ・実施した学校の中で最も人数が多い学校。
・沖縄へ訪れたことがある生徒は少なかったが他学校と比べると割合は
高い印象だった。

・北海道と沖縄という距離が離れている土地ではあるが、沖縄戦で北海
道出身の兵士が多く命を落としている事を伝えると、驚く様子が見
られた。

・グループ数が43グループあり、サポートメンバーも含めて進行管理
に少し苦労した。1度で実施する最大人数は200名以内が限度でそれ
以上の場合は、2グループに分けての実施が良いと思われる。

・サポートが行き届かない中ではあるが、グループメンバーで協力し、
役割分担をしながら調査を行っている様子が見られた。
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■金城大学総合経済学部総合経済学科（石川県）

日時 令和7年 10月21日（火）9:00～10:30

学年・人数 1年次 110名

当日の様子 ・1年生の必修 社会調査法の講義内にてワークショップを実施。
・沖縄出身学生が数名、修学旅行などでこれまで沖縄へ訪れたことが
ある生徒が半数程度いた。

・事前に各々が持っている知識をもとに、関連付けながら理解しようと
している様子が見られた。

・大学の講義でグループワークをすることが少ないとのことで、はじめ
は中々進行にぎこちなさを感じる場面もあったが、役割分担をした後
の調査の時間では他学年と比べると、短時間で調べた内容が深く、グ
ループごとのまとめも分かりやすくまとまっていた印象。

・ワークショップ後の感想でも、暮らしの写真から読み取る社会背景に
ついて関心を持っている生徒が多くいた。
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■近江兄弟社中学校（滋賀県）

日時 令和7年 12月8日（月）13:05～14:45

学年・人数 2年生 99名

当日の様子 ・これまで修学旅行の行き先は海外だったが、今年から沖縄へ変更にな
り、初めての沖縄修学旅行を実施した学校。

・修学旅行は実施済みで、事後学習としてワークショップを実施。
・これまでの学校は事前学習としての扱いが多かったため、修学旅行時
に得た学びを想い出しながらの実施となった。行程として、平和祈念
公園や、興南高校アクト部との首里城見学、佐喜眞美術館、沖縄国際
大学「スマイライフ」の大学生とのワークショップなどしっかりと学
びを深めるプログラムが設定されていたため、調べ学習では各々が
持っている沖縄での学びの記憶をグループ内で議論しながら、進行
していた。
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■那覇市立城岳小学校

日時 令和7年 9月2日（月）13:30～15:00

学年・人数 6年生 90名程度

当日の様子 ・毎年の慰霊の日に合わせた学校全体での平和学習に加えて、高学年に
なると、遠足等で平和祈念資料館を訪れるなど、沖縄の歴史を知るプ
ログラムが設定されているとのことで、戦中の知識はしっかりと理解
しており、講師が解説中に問いかけると発言をする生徒が多くいた。

・グループワークや調べ学習になれている様子で、グループワークがス
タートすると、全員が一斉に話し合いを始め、前のめりで取り組んで
いる児童が多くみられた。

・疑問や質問なども積極的に講師やサポートメンバーに声を掛けたり、
グループ同士で情報をシェアをし合う様子も見られた。

・答え合わせの際にも、発表を希望するグループが多く、じゃんけんで
譲り合いながら、時間内で多くのグループが発表することができた。
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■名護市立久辺中学校

日時 令和7年 9月5日（金）10:45～12:35

学年・人数 1年生/2年生/3年生 84名

当日の様子 ・生徒会を中心に平和学習などの企画にも取り組んでいる学校。
・グループワークで取り扱う戦後の写真の中に、沖縄市コザで撮影され
た写真があるが、戦後の暮らし＝コザの街のイメージがない生徒が多
く、学校区内にある「辺野古」を例えで出すと理解をしている様子
だった。小学生・中学生は特に行動範囲が限られるため、対象となる
地域の地理的要素や特徴を解説に取り入れることで、より歴史の解像
度が上がることが分かった。

・グループワークでは、学年全体での実施とのことで、はじめの方は少
しぎこちなさを感じるグループもいたが、予想を立てていきながら進
めている様子がうかがえた。
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■那覇市立真和志小学校

日時 令和7年 9月11日（木）09:45～12:35

学年・人数 6年生  90名

当日の様子 ・学校全体での慰霊の日に関連した平和学習や、沖縄本島南部を中心に
したフィールドワークなども実施しており、生徒1人1人の平和学習
に対する意欲が高い様子が見られた。

・グループワーク前の戦前・戦中・戦後の解説の際にも一生懸命にメモ
を取る生徒がおおく、知っているワードが出ると「知ってる！」
「●●だと学んだ！」など発言をする生徒もいた。

・グループワークも積極的に参加し楽しそうな様子で取り組んでいた。
・発表の際にも、役割分担をしながら、調べたことをきちんと学年全体
に向けて説明をすることができていた。
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■宮古島市立上野中学校

日時 令和7年 9月18日（木）10:30～12:20

学年・人数 2年生 40名

当日の様子 ・近年、平和学習で新たな取り組みを始めている学校で、戦時中の宮古
島の様子を聞き取りやデスクリサーチ等で調査をしながら、Google
マップを活用して情報を取りまとめ、戦時中の様子が分かる地図を作
成する取り組みを行っていた。

・宮古島の戦時下の事象や暮らしについての理解度は高いが、沖縄戦全
体に対しての情報は少ない様子が見られたため、宮古島での事象と関
連付けながら、沖縄戦全体での出来事に対して理解を深めることがで
きた。

・学校での取り組み等で調査を経験していたこともあり、検索をする
キーワードを出す際に多角的な視点でできていたことで、1枚の写真
から多様な情報を探すことができていた。
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■那覇市立松城中学校

日時 令和7年 10月7日（火）08:35～10:25

学年・人数 1年生/2年生/3年生 210名

当日の様子 ・沖縄県内の実施においては、一番人数が多かった学校。
・ワークショップ前の戦前・戦中・戦後の解説の際には、メモを取りな
がら、真剣な様子で講師の話を聞いている生徒が多かった。

・グループワークでは、取材もあったからか、少し緊張している様子が
見受けられたが、それぞれで知識を出し合いながら、予想をたてて、
調査を進めていた。

・発表の際には、学年ごとに指名をして発表してもらい、全体での発表
に、ためらう様子もありながら、しっかりと調査内容をまとめて伝え
ることができていた。
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■沖縄県立宜野座高等学校

日時 令和7年 10月28日（火）08:35～10:25

学年・人数 3年生 17名

当日の様子 ・3年生の選択授業として設定している「沖縄の歴史」を選んだ生徒
を対象にワークショップを実施した。

・沖縄の歴史や文化に関心がある生徒が集まっていたことや、少人数
だったこともあり、解説の時間では、それぞれがこれまで学んだ、
知っているキーワードを発言しながら相互にやり取りをして進める
ことができた。

・グループワークも4人1組で実施したため、1人1枚ずつ写真の担当
を持ち、悩みながらもしっかりとすすめることができていた。

・発表の際にはそれぞれのグループに互いでコメントしながら実施でき
クラス全体で主体的に参加している様子が見られた。
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日時 令和7年 10月31日（金）10:25～12:15

学年・人数 2年生 7名

当日の様子 ・今回参加した2年生は、修学旅行で台湾への訪問がきまっており、事
前学習として、沖縄全体のの歴史や文化を県立博物館・美術館などを
訪れ学んでいる最中での平和学習となった。

・少人数で実施できたことで、講師と生徒の1対1のコミュニケーショ
ンが多く、一人一人の考えや発言をクラス全体で共有しながら進める
ことができた。

・1人1枚の写真を担当していたため時間内で調べる量が多く、なか
なか調査が進まない生徒もいたが、講師とサポートスタッフと対話し
ながらしっかり進めることができた。

・発表の時間では1人1回は発言をする機会を作ることができ、調べた
ことを言葉でアウトプットするという一連の流れを全員が実施できた
ことで、台湾への訪問時に活かせそうという感想が上がった。

■与那国町立与那国中学校
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■北中城村立北中城中学校

日時 令和7年 12月9日（火）08:35～10:25

学年・人数 3年生 30名

当日の様子 ・学校全体での慰霊の日関連の平和学習は実施しているが、クラス単位
で外部講師を呼んで沖縄戦の歴史を深掘りした学習をするのは初めて
とのこと。

・グループワーク前の解説の際にも、沖縄戦中の事象は知っている様子
だったが、特に戦前の写真は「初めて見た」と驚く声があった。

・PCを使用しての学習は普段から実施しているとのことで、調べる時
間は問題なく進行できていた。

・歴史的背景を調べる検索キーワードを出す際に難しさを感じている様
子が見られたが、少し講師からアドバイスをすると理解した様子で手
を動かしていた。
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日時 令和7年 12月15日（火）10:35～12:15

学年・人数 4年生 52名

当日の様子 ・今年度実施したワークショップの参加者の中で一番年齢が低い4年生
が対象となった。

・日本の歴史の授業もなく、沖縄全体の地理や歴史などの知識も少ない
ため他の学校で実施したスケジュールよりも解説の時間を長くとって
沖縄の歴史について説明した。

・解説の時間では難しそうな表情を見せていた児童も、グループワーク
の時間になると、前のめりになりながら必死に写真から情報を探す様
子が見られた。

・また、グループごとで探せた情報の数を競い合うような会話もあり
ゲームのように楽しんで参加していた。

・内容理解については、少し難しいように感じたが、平和学習や歴史
を知ることのきっかけになったとの声もあがった。

■石垣市立大浜小学校
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4. 平和メッセージの記入

ワークショップの終盤では、戦前・戦中・戦後における暮らしの変化を振り返り、そ

こから得られた気づきを参加者同士で共有し、そのうえで、「戦後の時代を生きる自分

自身の暮らしは平和といえるのか」「平和のために自分に何ができるのか」という問い

について、一人ひとりが考える時間を設けた。

また、平和への想いを’’カタチ’’として残す取組として、平和メッセージカードの記入

を実施した。カードは1人1枚配布し、戦後100年（20年後）に向けたメッセージである

こと以外の条件は設けず、児童生徒が自由な発想で思いを表現できるようにした。

なお、記入されたメッセージカードは、取組③である平和シンポジウムの開催会場に

て展示した。

※メッセージ内容はP4の概要ぺージへ
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1. 実績

2. アンケート結果

実施回数：16回（小学校3校・中学校6校・高校6校・大学1校）
参加者数： 1,630名

参加した生徒と担当教員向けにアンケートを実施。
生徒向け：4問（平和への理解・主体性・自分事化・興味関心）＋自由コメント
教員向け：2問（生徒の様子・学校現場での活用可能性）＋自由コメント

生徒向け

Q1 平和について「大切だな」と思えましたか？

Q2 自分からすすんで参加し、新しい発見や気づきがありましたか？

全体
スコア

4.7

小学生 中学生 高校生 大学生

全体
スコア

4.3

小学生 中学生 高校生 大学生
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